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ケ
ニ
ア
は
、
ア
フ
リ
カ
の
東
海
岸
に
位
置
し
、
人
口

は
四
、三
一
〇
万
人
、
国
土
面
積
は
日
本
の
約
一
・
五
倍

に
あ
た
る
五
八
万
平
方
㌔
㍍
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、

園
芸
な
ど
の
農
産
物
生
産
が
盛
ん
で
、
農
業
が
労
働
人

口
の
六
〇
％
、
国
内
総
生
産
の
三
分
の
一
近
く
を
占
め

て
い
ま
す
。
多
く
の
野
生
動
物
が
生
息
す
る
国
立
公
園

等
が
同
国
の
観
光
資
源
と
し
て
有
名
で
す
。

　

モ
ン
バ
サ
は
、
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
南
東
へ
約
五
〇 

〇
㌔
㍍
、
イ
ン
ド
洋
に
面
し
た
海
岸
州
に
位
置
し
、
ケ

ニ
ア
で
は
ナ
イ
ロ
ビ
に
次
ぐ
二
番
目
に
大
き
な
都
市
で

す
。
入
り
江
を
利
用
し
た
天
然
の
良
港
を
持
ち
、
古
く

か
ら
東
ア
フ
リ
カ
地
域
最
大
の
物
流
拠
点
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。
現
在
も
東
ア
フ
リ
カ
地
域
最
大
の
国
際

港
湾
都
市
と
し
て
、
ケ
ニ
ア
国
の
物
流
拠
点
で
あ
る
と

と
も
に
、
港
を
持
た
な
い
内
陸
国
（
ウ
ガ
ン
ダ
、
ル
ワ

ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
等
）
の
物
流
拠
点
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
三
年
以
降
の
ケ
ニ
ア
お
よ
び
東
ア
フ
リ
カ
地

域
経
済
の
安
定
成
長
に
伴
い
、
モ
ン
バ
サ
港
に
お
け
る

貨
物
取
扱
量
は
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
七
七
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

（
二
〇
一
一
年
）、
九
〇
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
二
〇
一
二
年
）
と

年
々
増
加
し
て
お
り
、
荷
役
を
待
つ
船
舶
の
長
期
海
上

ケ
ニ
ア
国
モ
ン
バ
サ
の
紹
介

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

　

本
工
事
は
、
前
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
現
在
の

モ
ン
バ
サ
港
西
側
を
新
た
に
約
六
〇
〇
万
立
方
㍍
の
砂

を
用
い
て
埋
め
立
て
、マ
イ

ナ
ス

四
・
五
㍍
バ
ー
ス
（
ブ
ロ
ッ
ク

積
式
、
延
長
二
八
三
㍍
）、マ
イ

ナ
ス

一
一
㍍
バ
ー
ス
（
鋼
管
杭

式
、
延
長
二
一
〇
㍍
）、マ
イ

ナ
ス

一
五
㍍
バ
ー
ス
（
鋼
管
杭
式
、

延
長
三
五
〇
㍍
）
を
築
造
、
約
三
五
㌶
の
コ
ン
テ
ナ
ヤ

ー
ド
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。
本
工
事
の
完
成
に
よ
り

モ
ン
バ
サ
港
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
い
能
力
は
約
四
五
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
向
上
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
国
内
外
か
ら
大
き
な

工
事
概
要
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Mombasa

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

技
術
的
側
面
と
し
て
は
、
埋
立
区
域
の
海
底
地
盤
に

厚
く
堆
積
し
て
い
る
軟
弱
な
粘
性
土
の
改
良
、
お
よ
び

そ
の
後
の
圧
密
沈
下
の
計
測
管
理
施
工
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

軟
弱
な
粘
性
土
の
改
良
に
は
Ｐ
Ｖ
Ｄ
工
法
（Pre-

fabricated V
ertical D

rain

）
を
採
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
圧
密
沈
下
の
計
測
管
理
施
工
に
つ
い
て
は
、
四

年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
工
期
内
で
の
急
速
施
工
と
な
る

た
め
、
エ
リ
ア
に
よ
り
異
な
る
沈
下
の
傾
向
を
考
慮
し

な
が
ら
各
構
造
物
の
計
画
高
を
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て

い
き
ま
す
。

　

工
事
は
二
〇
一
二
年
三
月
一
日
に
着
工
し
、
二
〇
一 

四
年
六
月
現
在
、
出
来
高
は
約
六
〇
％
。
埋
立
工
、
鋼

管
杭
打
設
工
、
地
盤
改
良
工
と
い
っ
た
海
上
作
業
を
主

と
し
た
前
半
戦
を
終
え
、
圧
密
沈
下
の
た
め
に
必
要
な

載
荷
盛
土
期
間
を
経
て
、
桟
橋
上
部
工
、
建
築
設
備
工
、

ヤ
ー
ド
舗
装
お
よ
び
排
水
工
と
い
っ
た
陸
上
作
業
を
主

と
し
た
後
半
戦
に
入
り
ま
し
た
。

　

陸
上
作
業
の
最
盛
期
に
は
、
約
二
、〇
〇
〇
人
を
超

す
作
業
員
が
現
場
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
工

事
お
よ
び
従
事
す
る
職
員
作
業
員
全
員
の
安
全
を
第
一

に
、
二
〇
一
六
年
二
月
末
の
工
期
内
の
完
工
に
向
け
て

鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

工
事
所
見

滞
留
や
、
荷
卸
し
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
が
長
期
間
存
置
さ

れ
る
等
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
接
岸
可
能
な
桟
橋
、

大
規
模
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
取
付
け
道
路
、
鉄
道

設
備
お
よ
び
管
理
棟
の
新
設
を
行
い
、
モ
ン
バ
サ
港
の

コ
ン
テ
ナ
取
扱
い
能
力
の
増
強
、
運
営
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ケ
ニ
ア
国
政
府
は
本
事

業
を
国
の
最
重
要
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
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